
ー

し
て
の
本
作
品
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

歌
舞
伎
の
芝
居
小
屋
に
お
け
る
楽
屋
の
様
子
を
描
い
た

一
枚
で
2

、
特
に
囃
子
方
（
演
奏
者
）
の
そ
れ
を
題
材
と
す
る
点
で
珍
し
い
も
の
と
し
て
知
ら
れ
る
（
永
田

九
三

ニ
ハ

一
）
。
寸
法
は
2
0
.0
x
5
5
.6
c
m

で
横
長
判
。
「
画
狂
人
北
斎
画
」
の
落
款
を
有
す
。
本
作
品
は
、
昭
和
四
十
七
年
(
-
九
七
二
）
に
日
本
浮
世
絵
協
会
創
立
十

周
年
記
念
に
開
催
さ
れ
た
「
在
外
浮
世
絵
名
作
展
」
や
、
本
格
的
な
北
斎
研
究
百
年
を
機
に
企
画
さ
れ
た
平
成
五
年
(
-
九
九
三
）
の
「
江
戸
が
生
ん
だ
世
界
の
絵
師

北
斎
展
」
で
出
品
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
周
知
の

一
枚
で
あ
る
が
3‘

本
作
品
に
描
き
こ
ま
れ
た
囃
子
方
連
名
を
手
が
か
り
に
制
作
年
代
を
推
定
し
、
類
似
図
と
の
比
較
検
討
、
北
斎
に
よ
る
関
連
作
品
に
言
及
し
つ
つ
、
歌
舞
伎
関
連
資
料
と

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
に
は
、
葛
飾
北
斎
(
-
七
六

0

は
じ
め
に メ

ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
所
蔵
、

一
八
四
九
）
に
よ
る
摺
物
「
囃
子
方
楽
屋
図
」
（
仮
称
）
ー
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
（
図
版
1
参
照
）
。
江
戸

そ
の
制
作
年
代
や
詳
細
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
十
分
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
本
稿
で
は
、
主
に

葛
飾
北
斎
画
「
囃
子
方
楽
屋
図
」

に
つ
い
て

M
i
h
o
 M
a
e
s
h
i
m
a
 

前
島

大
一
九

美
保
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B・・J
ー. . • 一•

図版1「囃子方楽屋図」 DressingRoom for Musicians at a Theater (Shitakubeya) (JP1857) c The Metropolitan 

Museum of Art. Image Source: Art Resource, NY. 

門
人
多
く
」
「
専
ら
画
狂
人
葛
飾
北
斎
と
画
名
し
て
雷
鳴
す
」
（
岸
上

八
〇

一
八
0
六
）
と
知
ら
れ
（
永
田

一
、
制
作
年
代
の
推
定

(
-
）
落
款

一
八
九

―
二
臼

―二

，
四

一
三
）

一
時
に
行
れ
て

一
九
八
五
こ

一九
＇

三
九
）
、
北
斎
四
十
二
歳
か
ら
四
十
七
歳

本
作
品
の
制
作
年
代
を
考
証
す
る
に
あ
た
っ
て
、
前
提
と
し
て
確
認
し
て
お
き
た
い
の
は
落
款
で
あ
る
。

北
斎
が
本
作
品
に
見
ら
れ
る
「
画
狂
人
北
斎
」
の
号
を
用
い
た
の
は
、
享
和
元
年
頃
よ
り
文
化
三
年
頃
（

一

の
時
で
あ
る
。
読
本
挿
絵
、
錦
絵
、
そ
し
て
肉
筆
画
と
精
力
的
に
活
動
の
場
を
広
げ
て
い
た
時
期
で
、
そ

の
活
躍
ぶ
り
は

『増
補
浮
世
絵
類
考
』
に
「
其
画
風
を
奇
と
し
て
大
に
も
て
は
や
さ
れ
、

と
評
さ
れ
た
。
こ
の
充
実
期
に
制
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
が
本
作
品
で
、
さ
し
あ
た
り
制
作
年
代
の

上
下
限
は
享
和
元
年
頃
か
ら
文
化
三
年
頃
が
想
定
さ
れ
よ
う
。
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と
確
認
で
き
る
。
芳
村
伊
三
郎
か
ら
芳
村
政
八
ま
で
の
六
名
が
長
唄
唄
方
、
杵
屋
正
次
郎
か
ら
杵
屋
六
左
衛
門
ま
で
の
七
名
が
長
唄
三
味
線
方
、
住
田
新
七
と
住
田
市
右

衛
門
が
笛
方
、
西
川
幸
次
郎
以
下
六
名
（
市
山
市
蔵
を
除
く
）
が
小
鼓
・
大
鼓
・
太
鼓
の
演
奏
者
で
、
江
戸
中
後
期
の
江
戸
歌
舞
伎
の
囃
子
方
と
し
て
実
在
す
る
。
少
し

後
の
資
料
に
な
る
が
、
『
芝
居
囃
子
日
記
』
に
拠
れ
ば
、
囃
子
方
楽
屋
の
関
札
は
タ
テ
唄
よ
り
順
に
張
り
、
囃
子
頭
を
巻
軸
に
張
っ
た
と
あ
る
（
前
島
二

0
一
九
こ
一
三
）
。

こ
こ
で
は
、
芳
村
伊
三
郎
が
タ
テ
唄
、
坂
田
重
兵
衛
が
囃
子
頭
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

落
款
に
よ
る
享
和
元
年
か
ら
文
化
三
年
と
い
う
制
作
年
代
を
考
慮
し
た
場
合
、
こ
の
芳
村
伊
三
郎
は
二
代
目
(
-
七
三
五
'

田
中
佐
十
郎
坂
田
重
兵
衛

一
八
二

0
)
で
、
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）

杵
屋
喜
三
郎
同
藤
次
杵
屋
六
左
衛
門
住
田
新
七
住
田
市
右
衛
門
西
川
幸
次
郎
太
田
市
左
衛
門
坂
田
権
兵
衛

芳
村
伊
三
郎
松
永
忠
次
郎

（
二
）
囃
子
方
の
襲
名
・
代
替
り
・
改
姓
名

富
士
田
勇
蔵

西
村
三
次

富
士
田
勇
次

田
中
三
平

市
山
市
蔵

芳
村
政
八
杵
屋
正
次
郎
杵
屋
彦
次
郎
杵
屋
和
助
杵
屋
長
二
郎

次
に
、
本
作
品
の
囃
子
方
連
名
か
ら
、
も
う
少
し
制
作
年
を
絞
り
込
ん
で
み
た
い
。
本
作
品
後
方
上
部
に
書
き
留
め
ら
れ
た
演
奏
者
二
十
二
名
の
連
名
は
、
右
側
よ
り
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子、 考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
太
鼓
を
務
め
る
こ
と
が
多
か
っ
た
坂
田
権
兵
衛
は
文
化
元
年
(
-
八
0
四
）
十

一
月
に
「
小
西
権
兵
衛
」
と
改
姓
（
同
年
市
村
座
顔
見
世
番
付
）
、

唄
方
の
西
村
三
次
は
文
化
二
年
十

一
月
に
「
尾
形
幸
三
」
と
改
名
し
て
い
る
（
同
年
中
村
座
顔
見
世
番
付
）
。

な
お
、

三
味
線
の
杵
屋
喜
三
郎
と
杵
屋
六
左
衛
門
は
、
杵
屋
本
家
九
代
目
の
喜
三
郎
（
八
代
目
実
子
）
と
六
左
衛
門
名
義
を
復
活
さ
せ
た
九
代
目
六
左
衛
門
（
八
代
目
養

田 十

一
月
都
座
に
て

二
代
目
を
襲
名
、
寛
政
九
年
に
は
タ
テ
唄
に
昇
進
し
て
、
初
代
芳
村
孝
次
郎
ほ
か
数
多
く
の
門
弟
を
育
て
た
（
町
田

味
線
と
考
え
ら
れ
る
杵
屋
正
次
郎
は
、

享
和
元
年
か
ら
文
化
三
年
の
間
に
初
代
と

二
代
が
代
替
り
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
仲
蔵
狂
乱
」
「
手
習
子
」
等
の
作
曲
で
知
ら

れ
、
「
名
手
の
聞
え
あ
り
」
と
さ
れ
た
初
代
正
次
郎
は
享
和
三
年

(
-
八
0
三
）
十

一
月
三
日
に
歿
し
て
お
り
（
東
京
音
楽
学
校
邦
楽
調
査
掛
編

一
四）
4

、
二
年
後
の
文
化
二
年

(
-
八
0
五
）
十

一
月
中
村
座
に
て
実
子
杵
屋
彦
次
郎
が
二
代
目
を
襲
い
だ
（
同
年
中
村
座
顔
見
世
番
付
、
町

一
七）
。
本
作
品
連
名
に
は
正
次
郎
と
彦
次
郎
が
並
ん
で
見
え
る
こ
と
か
ら
、
制
作
年
は
初
代
が
歿
す
る
前
の
享
和
三
年
十

一
月
以
前
で
あ
る
と

以
上
を
総
合
す
る
と
、
本
作
品
は
、

享
和
元
年
頃
よ
り
享
和
三
年
十

一
月
以
前
の
江
戸
三
座
い
ず
れ
か
の
囃
子
方
楽
屋
を
描
い
た
も
の
と
絞
り
込
む
こ
と
が
で
き
る
。

一
八

一
九）

で
あ
る
。

（三
）
享
和
年
間
江
戸
三
座
顔
見
世
番
付
等
と
の
照
合

町
田

一
七
五
六

一
九
五
九
~

一
四

一
九
五
九
こ

一、

一
九

一
四
~

―
ニ
―

‘

一
九
二
三

二
四
＇
九
）

。
タ
テ
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郎
、
富
士
田
勇
次
、
芳
村
政
八
、
杵
屋
藤
次
（
同

あ
る
可
能
性
が
高
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
5
0

げ
て
確
認
し
て
お
き
た
い
（
図
版
2
参
照
）
。

そ
こ
で
「
囃
子
方
楽
屋
図
」
に
見
ら
れ
る
演
奏
者
ら
が
、
享
和
年
間
ど
の
座
に
出
勤
し
て
い
た
か
を
顔
見
世
番
付
か
ら
考
証
す
る
。
表
1
は
本
作
品
連
名
と
享
和
元
年

か
ら
享
和
三
年
江
戸
三
座
の
顔
見
世
番
付
と
を
照
合
し
た
表
で
あ
る
が
、
網
掛
け
は
中
村
座
の
顔
見
世
番
付
に
連
名
が
見
ら
れ
る
者
で
、
こ
の
時
期
中
村
座
に
所
属
し
て

い
た
演
奏
家
が
多
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
中
で
も
享
和
二
年
十
一
月
中
村
座
と
の
一
致
が
目
立
つ
。
そ
こ
で
、
こ
の
年
の
顔
見
世
番
付
（
部
分
）
な
ら
び
に
連
名
を
掲

図
版
2
に
並
ぶ
囃
子
方
二
十
名
の
う
ち
、
実
に
十
七
名
が
本
作
品
連
名
に
一
致
し
て
い
る

(
0
は
本
作
品
連
名
と
の
一
致
を
示
す
）
。

そ
れ
ば
か
り
か
、
こ
の
下
段
左

側
の
杵
屋
正
次
郎
以
下
五
名
の
三
味
線
方
と
住
田
新
七
以
下
五
名
の
鳴
物
の
並
び
が
同
じ
こ
と
に
も
注
目
さ
れ
る
。
顔
見
世
番
付
下
段
左
側
に
は
居
な
り
の
囃
子
方
が

列
記
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
だ
が
、
享
和
元
年
十
一
月
や
享
和
三
年
十
一
月
の
中
村
座
顔
見
世
番
付
で
は
こ
れ
ら
十
名
の
う
ち
数
名
欠
け
る
こ
と
が
あ
り
、
ま
た
序
列
も

一
致
し
な
い
。
こ
う
し
た
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
「
囃
子
方
楽
屋
図
」
が
描
か
れ
た
の
は
享
和
二
年
十
一
月
か
ら
享
和
三
年
十
月
（
享
和
三
年
度
）

で
、
中
村
座
で

こ
こ
で
併
せ
て
検
討
し
て
お
き
た
い
の
は
、
享
和
二
年
十
一
月
中
村
座
の
顔
見
世
番
付
に
は
な
く
本
作
品
に
の
み
名
前
が
見
ら
れ
る
者
の
存
在
、
す
な
わ
ち
松
永
忠
次

藤
次
）
、
市
山
市
蔵
の
五
名
に
つ
い
て
で
あ
る
。
松
永
忠
次
郎
と
富
士
田
勇
次
は
享
和
二
年
十
一
月
河
原
崎
座
の
顔

い
な
か
ぞ
め
む
め
に
う
ぐ
ひ
す

見
世
番
付
に
確
認
で
き
る
が
（
表
1
参
照
）
、
芳
村
政
八
は
享
和
年
間
の
顔
見
世
番
付
に
は
そ
の
名
が
な
く
、
享
和
元
年
五
月
河
原
崎
座
の
「
田
舎
染
梅
鶯
」
の
長
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表 1 「囃子方楽屋図」に見る演奏者連名と顔見世番付の出勤年

担 享和元 享和 2 享和 3
「囃子方楽屋図」の連名 備考

当 年 年 年

唄 芳村伊二郎 市 中 河

唄 松永忠次郎 河 河 河

文化 7年(1810)森田座顔見世番付「勇蔵改長唄富士田吉右
唄 富士田勇蔵 中 中 中

衛門」

唄 西村二次 中 中 文化 2年(1805)中村座顔見世番付「二次改長唄尾形幸二」

文化 7年(1810)森田座顔見世番付「勇次改同（長唄）富士田

唄 富士田勇次 河
勇蔵」

享和元年(1801)5月河原崎座長唄正本「田舎染梅鱈」に「芳村政
唄 芳村政八

八」。『芳村家の代々』に二代目伊二郎門弟として名あり。

杵屋正次郎 中 中 河 享和 3年(1803)11月 3日歿（『杵屋正次郎之代々』）

杵屋彦次郎 中 中 中

杵屋和助 中 中 中

杵屋長二郎 中 中 河

杵屋喜二郎 中 中 中

享和 3年(1803)中村座顔見世番付「杵屋東次郎」、文化 2年
同藤次（杵屋藤次） 中

(1805)市村座顔見世番付「杵屋東次郎」

杵屋六左衛門 河 中・河 中

笛 住田新七 中 中 中

笛 住田市右衛門 中 河

小 西川幸次郎 河 中・河 中

大 太田市左衛門 中 中 中

太 坂田権兵衛 中 中 市 文化元年(1804)市村座顔見世番付「坂田改太鼓小西権兵衛」

太 田中三平 河 中 中

市山市蔵

小 田中佐十郎 中 中 中

太 坂田重兵衛 中 中 市

凡例

・典拠とした顔見世番付の所蔵機関は次の通り。東京大学秋葉文庫、日本大学、ボストン美術館、早稲田大学演劇博物館。

・表中の「二」「小」「大」「太」は二味線、小鼓、大鼓、太鼓、「中」「市」「河」は中村座、市村座、河原崎座を指す。

・享和 2年河原崎座顔見世番付は正規の出版ではないことが知られる（「江戸顔見世番付諸板一覧（二）」）。
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汀戸ー・ 汀戸た 汀戸 汀戸 汀戸 汀戸 汀戸 ヘ側-段A ト

線ー味 いこ 長埒 長埒 長埒 長斑 長埒／ 

つ
ゞ

可含

ねき 田中ー．． ；；村窪次郎 西村ー．． 十富 松庄古島 ；； 村伊― 

六ム胄や 平 次 蔵勇田 R一II 

0 0 0 0 

゜
汀戸 汀戸 汀戸 汀戸 汀戸 汀戸 汀戸 汀戸 汀戸 汀戸 汀戸 汀戸 汀戸 r 段贔ヽI‘ 
小 たふた 大小 ふふ 三三三三三

つゞ いこ 附り いこ つゞ つゞ ゑ ゑ 線味 線味 線味 線味 線味

み みみ

佐十郎用中 坂楕重兵山 七rlilJr 権衛坂兵w 衛人井w門，h 川西幸次郎 仕悔市右門田 仕新七田 ねき ねぎ ねぎ ねき ねやき

之助 豆郎やー．長や次郎 和助や 彦次郎や 止次郎

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

図版2 享和二年江戸中村座顔見世番付（早稲田大学演劇博物館所蔵：口 22-001-040、部分）
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ヽ
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ヽ
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ヽ
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ヽ

芝 品 き
の 近

お

星鷹
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そ の り ゜
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ぁ
り ぁ

ら み 同 に

； 次る る ＜ 
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゜
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ま
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は
た 虐
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>
は な め ら

鸞ん 描 ＜ る れ 胃胃 轟 し‘ と し.,..—• る ら
と

れ
に て も と 者 し‘ 丁

に

も の し.,..—• し‘ 実 が も る。 う 確
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と
の
比
較
検
討
へ
と
話
を
進
め
た
い
。

二
、
描
か
れ
た
囃
子
方
楽
屋

出
て
く
る
6

゜
享
和
三
年
度
の
中
村
座
顔
見
世
番
付
に
そ
の
名
が
な
く
、
「
囃
子
方
楽
屋
図
」
に
連
名
が
見
え
る
こ
れ
ら
五
名
も
そ
う
し
た
ケ
ー
ス
だ
っ
た
の
で
は
な
い

か
。
た
だ
し
市
山
市
蔵
だ
け
は
本
作
品
以
外
に
手
が
か
り
が
な
く
、
今
の
と
こ
ろ
不
詳
で
あ
る
。
姓
名
か
ら
推
し
て
市
山
七
十
郎
門
下
の
振
付
師
で
は
な
い
か
と
想
像
さ

れ
る
が
は
っ
き
り
し
な
い
。
仮
に
市
山
市
蔵
が
振
付
師
だ
っ
た
場
合
、
楽
屋
は
囃
子
方
と
一
緒
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
7
0

以
上
、
落
款
や
囃
子
方
の
襲
名
・
代
替
り
・
改
姓
名
、
顔
見
世
番
付
と
の
照
合
か
ら
「
囃
子
方
楽
屋
図
」
の
制
作
年
代
を
考
証
し
て
き
た
。

そ
の
結
果
、
「
囃
子
方
楽

屋
図
」
の
連
名
は
、
享
和
二
年
十
一
月
中
村
座
の
顔
見
世
番
付
と
の
連
名
一
致
が
著
し
く
、
よ
っ
て
本
作
品
は
北
斎
が
享
和
二
年
十
一
月
か
ら
享
和
三
年
十
月
（
享
和
三

年
度
）
の
中
村
座
囃
子
方
楽
屋
の
様
子
を
描
い
た
も
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
た
。
こ
の
考
証
が
正
し
け
れ
ば
、
初
代
杵
屋
正
次
郎
の
最
晩
年
の
頃
の
囃
子
方
の
楽
屋

風
景
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
番
付
や
正
本
以
外
の
江
戸
の
囃
子
方
関
連
資
料
と
し
て
も
興
味
深
い
も
の
と
言
え
よ
う
。
も
っ
と
も
、
こ
の
考
証
は
専
ら
囃
子
方
の
連
名
を

手
が
か
り
に
し
た
も
の
で
あ
り
、
美
術
史
的
な
視
点
か
ら
の
考
察
を
欠
い
て
い
る
。
大
方
の
ご
批
判
を
仰
ぎ
た
い
。

と
こ
ろ
で
、
本
作
品
「
囃
子
方
楽
屋
図
」
は
実
に
克
明
に
楽
屋
の
様
子
を
活
写
し
て
い
る
。
こ
こ
で
改
め
て
本
作
品
に
描
か
れ
た
絵
の
解
釈
を
行
っ
た
上
で
、
類
似
図
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-
）
「
囃
子
方
楽
屋
図
」
を
読
み
解
く

一
人
は
三
味
線
の
手
付
け
を
確
認
し
な
が
ら
、

一
人
は
扇
子
で
拍
子
を
打
ち
な
が
ら
唄
っ

本
作
品
に
は
十
名
の
囃
子
方
が
出
番
を
前
に
し
て
支
度
に
と
り
か
か
っ
て
い
る
。
右
側
の
入
り
口
付
近
の
着
流
し
に
羽
織
姿
で
拍
子
木
を
持
つ
者
は
お
そ
ら
く
狂
言

作
者
で
、
楽
屋
廊
下
で
廻
り
の
析
を
打
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
隣
に
囲
炉
裏
に
大
鼓
の
革
二
枚
を
焙
じ
て
い
る
者
、
笛
（
能
管
力
）
を
試
し
吹
き
す
る
者
、

小
鼓
を
調
べ
て
い
る
者
が
描
か
れ
て
い
る
。
連
名
に
照
ら
す
な
ら
、
大
鼓
は
太
田
市
左
衛
門
、
笛
は
住
田
新
七
ま
た
は
住
田
市
右
衛
門
、
小
鼓
は
西
川
幸
次
郎
ま
た
は
田

中
佐
十
郎
で
あ
ろ
う
か
。
当
時
の
江
戸
の
囃
子
方
楽
屋
に
は
必
ず
囲
炉
裏
が
切
っ
て
あ
っ
た
が
8

、
演
奏
前
に
大
鼓
の
革
二
枚
を
焙
じ
る
様
子
が
描
か
れ
た
貴
重
な
一
枚

と
も
言
え
る
。
傍
ら
に
あ
る
大
鼓
の
胴
に
は
彩
色
が
施
さ
れ
て
お
り
美
し
い
。
小
鼓
の
支
度
を
し
て
い
る
者
の
前
に
置
い
て
あ
る
の
は
調
子
紙
等
で
あ
ろ
う
か
。
中
央
に

は
、
歌
本
（
長
唄
正
本
力
）
を
持
つ
唄
方
が
三
味
線
方
に
何
や
ら
話
か
け
て
い
る
。
朱
色
の
立
派
な
根
緒
の
付
い
た
三
味
線
は
、
よ
く
見
る
と
糸
が
胴
の
辺
り
で
た
る
ん

で
お
り
、
手
拭
い
で
悼
を
拭
い
て
い
る
。
三
味
線
は
二
つ
折
等
に
分
解
し
て
持
ち
運
ん
で
い
た
が
（
後
述
）
、
ま
さ
に
出
番
前
に
三
味
線
を
組
み
立
て
て
い
る
と
こ
ろ
の

よ
う
だ
。
左
側
で
は
三
人
が
中
央
に
歌
本
を
置
い
て
下
浚
い
を
行
っ
て
い
る
。

て
い
る
。
ま
た
部
屋
の
奥
で
は
二
名
の
囃
子
方
が
外
を
眺
め
て
い
る
。
当
時
の
江
戸
の
芝
居
小
屋
は
南
向
き
に
建
設
さ
れ
て
お
り
、
囃
子
方
の
楽
屋
は
舞
台
後
方
一
階

（
北
側
）
に
あ
っ
た
，
。
表
木
戸
と
は
反
対
側
に
位
置
す
る
が
、

こ
の
二
人
の
者
は
裏
通
り
（
楽
屋
新
道
）
を
ゆ
く
往
来
を
眺
め
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
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こ
の
「
囃
子
方
楽
屋
図
」
に
は
他
に
も
楽
器
が
散
見
さ
れ
る
。
中
央
奥
に
は
小
鼓
が
そ
れ
を
収
め
る
箱
と
共
に
描
か
れ
て
い
る
し
、
右
側
の
棚
に
は
太
鼓
（
傍
の
風
呂

敷
包
み
は
撥
で
も
入
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
）
、
黒
箱
の
中
に
も
打
楽
器
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
下
に
は
当
り
鉦
と
鏡
の
よ
う
な
金
属
製
の
楽
器
が
見
え
る
。
脇
に

吊
る
し
て
あ
る
の
は
長
撥
だ
ろ
う
か
。
ま
た
左
側
の
棚
に
は
、
三
味
線
が
三
挺
、
持
ち
運
び
用
の
ケ
ー
ス
と
共
に
置
か
れ
て
い
る
。
な
お
囃
子
方
ら
の
着
物
は
薄
手
で
、

羽
織
は
紹
の
よ
う
で
も
あ
り
、
季
節
は
比
較
的
暑
い
時
期
に
も
見
て
取
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
本
作
品
は
構
図
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
細
部
に
わ
た
っ
て
緻

密
に
楽
屋
の
支
度
風
景
が
描
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（
二
）
類
似
図

本
作
品
と
同
じ
よ
う
な
近
世
中
後
期
の
江
戸
歌
舞
伎
の
囃
子
方
楽
屋
を
描
く
図
を
、
管
見
で
は
次
の
三
点
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

は

や

し

ま

ち

・
「
囃
子
町
」

『戯
場
訓
蒙
図
彙
』
巻
三
、
享
和
三
年
正
月
（
勝
川
春
英
画
）

．．． 
図
版
3

・
「
お
は
や
し
餅
ば
ん
の
図
」

『絵
本
戯
場
年
中
鑑
』
上
、
享
和
三
年
正
月
（
初
代
歌
川
豊
国
画
）

．．． 
図
版
4

な

か

む

ら

ざ

が

く

や

の

づ

・
「
さ
か
い
町
中
村
座
楽
屋
之
図
」
文
化
十
年
正
月

（
歌
川
国
貞
画
）

．
 ．．
 
図
版
5
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はやしまち

図版3 「囃子町」『戯場訓蒙図彙』巻三、享和三年（『改訂新版戯場訓蒙図彙』より転載）

図版4 「おはやし餅ばんの図」『絵本戯場年中鑑』上、享和三年（『芝居年中行事集』より転載）

なかむらざがくやのづ

図版5 「さかい町中村座楽屋之図」文化十年正月（国立国会図書館所蔵：寄別 1-4-6、部分）

68 



12 

貞

(
-
七
八
六

『戯
場
訓
蒙
図
彙
』
と

『絵
本
戯
場
年
中
鑑
』
は
い
ず
れ
も
享
和
三
年
正
月
に
出
版
さ
れ
た
劇
書
で
、
本
作
品
と
同
時
期
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
挿
絵
に
囃
子
方
楽
屋

が
描
か
れ
て
い
る
。『
戯
場
訓
蒙
図
彙
』
の
「
囃
子
町
」
は
同
時
期
に
活
躍
し
た
勝
川
春
英
(
-
七
六
二

，

版
3
参
照
）
。
囲
炉
裏
を
囲
ん
で
煙
管
を
ふ
か
し
な
が
ら
小
鼓
を
準
備
す
る
者
、
隣
で
革
を
火
に
当
て
て
い
る
よ
う
な
者
、

三
味
線
の
支
度
を
す
る
者
が
見
え
る
ほ
か
、

格
子
か
ら
外
を
覗
く
者
な
ど
は
「
囃
子
方
楽
屋
図
」
と
同
じ
よ
う
な

一
景
を
切
り
取
る
。
部
屋
内
に
は
三
味
線
二
挺
、
太
鼓
二
挺
、
木
魚
な
ど
の
楽
器
も
見
ら
れ
、
店
屋

物
で
腹
ご
し
ら
え
す
る
者
も
確
認
さ
れ
る
。

一
方
の

『絵
本
戯
場
年
中
鑑
』
の
挿
絵
は
初
代
歌
川
豊
国
が
描
い
た
も
の
で
、
正
月
の
各
楽
屋
に
配
ら
れ
る
餅
番
の
様
子
を

捉
え
る
（
図
版
4
参
照
）
。
囃
子
方
楽
屋
に
は
や
は
り
囲
炉
裏
が
切
っ
て
あ
り
、

大
鼓
の
革
を
乾
か
し
て
い
る
よ
う
だ
。
部
屋
の
左
側
の
棚
に
は
、

三
味
線
が
五
挺
並
べ
ら
れ
て
お
り
、
撥
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
奥
の
格
子
戸
に
は
「
囃

子
方
楽
屋
図
」
と
同
様
の
張
り
紙
が
あ
る
。
同
時
期
に
版
行
さ
れ
た

『戯
場
訓
蒙
図
彙』

と

『絵
本
戯
場
年
中
鑑
』
の
楽
屋
図
は
、
江
戸
三
座
の
う
ち
ど
れ
を
描
い
た
も

の
か
は
判
然
と
し
な
い
の
だ
が
、
「
囃
子
方
楽
屋
図
」
と
似
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

「
さ
か
い
町
中
村
座
楽
屋
之
図
」
は
文
化
十
年
正
月
刊
で
、
「
囃
子
方
楽
屋
図
」
の
約
十
年
後
の
中
村
座
を
描
い
た
大
判
錦
絵
で
あ
る
（
図
版
5
参
照
）

1

ー
。
歌
川
国

一
八
六
五
）
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
。
中
村
座
内
の
各
楽
屋
が
役
者
名
な
ど
を
配
し
な
が
ら
描
か
れ
て
い
る
の
だ
が
、
囃
子
方
楽
屋
を
見
る
と
、
こ
こ
に

J

れ
ら
と
本
作
品
を
比
較
し
な
が
ら
検
討
し
て
ゆ
き
た
い
ー
0
0

そ
の
周
り
で
煙
草
を
の
む
人
た
ち
が
見
え
る
。

一
八

一
九）、

よ
く
見
る
と
、
や
は
り
囲
炉
裏
の
上
で

か
つ
て
の
兄
弟
子
が
描
い
た
も
の
で
あ
る
（
図
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、
北
斎
と
音
楽
・
芝
居
・
芸
能

も
囲
炉
裏
が
あ
り
、
二
名
の
囃
子
方
が
話
を
し
て
い
る
。
着
物
に
「
喜
四
」
と
書
か
れ
た
囃
子
方
ー
2

が
手
に
す
る
三
味
線
が
見
え
る
ほ
か
、
囲
炉
裏
の
傍
に
大
鼓
、
奥
に

太
鼓
と
双
盤
、
棚
に
は
三
味
線
四
挺
と
歌
本
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
棚
の
上
に
あ
る
の
は
大
拍
子
と
木
魚
で
あ
ろ
う
か
。
格
子
戸
の
近
く
に
は
、
当
り
鉦
の
よ
う
な
金
属

製
の
楽
器
が
撥
と
と
も
に
吊
る
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
こ
に
も
関
札
の
よ
う
な
張
り
紙
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
絵
で
は
楽
器
が
多
数
見
え
る
が
、
劇
場
に
常

と
こ
ろ
で
、
「
囃
子
方
楽
屋
図
」
と
こ
れ
ら
三
点
の
類
似
図
と
は
、
比
較
的
似
た
構
図
と
描
写
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
が
、
制
作
背
景
は
い
さ
さ
か
異
な
っ

て
い
た
よ
う
に
も
推
測
さ
れ
る
。
類
似
の
三
点
が
主
に
頒
布
を
目
的
と
し
た
版
本
や
錦
絵
で
、
人
々
の
芝
居
制
作
の
裏
側
へ
の
興
味
関
心
の
高
ま
り
を
背
景
に
様
々
な
楽

屋
を
覗
き
見
す
る
よ
う
な
構
成
で
描
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
「
囃
子
方
楽
屋
図
」
は
私
的
な
摺
物
の
性
格
を
帯
び
、
囃
子
方
楽
屋
の
み
を
正
面
か
ら
切
り
取
っ
て
い
る

つ
ま
り
、
「
囃
子
方
楽
屋
図
」
は
依
頼
主
の
意
向
を
汲
み
つ
つ
、

ど
こ
か
記
録
用
に
実
写
し
よ
う
と
す
る
北
斎
の
意
識
を
滲
ま
せ
た
作
品
の
よ
う
に

も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
最
後
に
北
斎
と
音
楽
や
芝
居
、
芸
能
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
考
察
し
て
お
き
た
い
。

北
斎
が
な
ぜ
こ
の
「
囃
子
方
楽
屋
図
」
を
描
い
た
の
か
。
発
注
者
等
、
そ
の
い
き
さ
つ
を
知
る
直
接
的
な
手
が
か
り
は
今
の
と
こ
ろ
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
が
、
こ
こ

点
が
重
要
で
あ
る
。

置
さ
れ
た
楽
器
以
外
は
、
演
目
ご
と
必
要
に
応
じ
て
持
ち
込
ま
れ
た
。
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で
は
北
斎
が
絵
を
通
し
て
音
楽
や
芸
能
に
ど
の
よ
う
な
接
点
を
持
っ
て
い
た
の
か
を
見
な
が
ら
類
推
し
て
ゆ
く
1
3
0

茂
手
木
潔
子
氏
の
『
北
斎
と
モ
ー
ス
ニ
首
を
描
い
た
浮
世
絵
師
と
博
物
学
者
』
に
拠
れ
ば
、
北
斎
は
音
や
芸
能
に
高
い
興
味
関
心
を
抱
い
て
い
た
ら
し
く
、
『
北
斎
漫

画
』
や
「
東
海
道
五
十
三
次
」
に
は
楽
器
や
音
具
を
奏
す
場
面
が
多
く
描
か
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
茂
手
木
二

0
一
三
こ
―

O
'
四
二
）
。
一
例
を
挙
げ
る
。

茂
手
木
氏
も
着
目
す
る
「
馬
尽

三
絃
駒
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
文
政
五
年
(
-
八
二
二
）
正
月
に
版
行
さ
れ
た
揃
い
摺
物
の
―
つ
で
、

四
方
真
顔
率
い
る
狂
歌
連
中
の
注

文
で
描
か
れ
た
。
午
年
に
ち
な
み
馬
に
ま
つ
わ
る
意
外
な
も
の
を
取
り
合
わ
せ
た
シ
リ
ー
ズ
だ
が
、
こ
こ
で
は
三
味
線
の
駒
を
馬
に
通
わ
せ
て
い
る
。
狂
歌
を
彩
る
絵
は

二
つ
折
の
三
味
線
（
撥
皮
の
貼
ら
れ
た
八
ツ
乳
の
胴
、
悼
と
胴
側
面
に
は
蒔
絵
が
施
さ
れ
、
組
み
立
て
部
分
に
保
護
用
の
部
品
が
嵌
め
ら
れ
て
い
る
）
、
駒
、
胴
掛
け
、

歌
本
等
で
、
極
め
て
細
密
に
描
か
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
持
ち
運
び
用
に
分
割
し
た
三
味
線
関
連
道
具
一
式
を
写
生
し
た
一
枚
な
の
だ
が
、
当
時
の
組
み
立
て
前
の
三
味
線

を
描
い
た
珍
し
い
例
で
あ
る
。

そ
う
考
え
る
と
、
地
歌
と
長
唄
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
「
囃
子
方
楽
屋
図
」

み
立
て
中
の
様
子
を
切
り
取
っ
て
い
る
こ
と
が
ま
た
興
味
深
い
。

で
北
斎
が
描
い
た
も
の
が
三
味
線
の
組

北
斎
の
画
業
を
見
渡
し
た
時
、
音
楽
や
芝
居
、
芸
能
に
関
係
す
る
も
の
が
実
に
多
い
。
例
え
ば
二
十
歳
か
ら
三
十
五
歳
の
頃
ま
で
の
作
品
群
に
は
、
「
四
代
目
岩
井
半

四
郎
の
か
し
く
」
「
三
代
目
瀬
川
菊
之
丞
の
正
宗
娘
お
れ
ん
」
等
の
役
者
絵
、
「
浮
絵
元
祖
東
都
歌
舞
岐
大
芝
居
之
図
」
や
「
新
板
浮
絵
三
芝
居
顔
見
世
大
入
之
図
」
と
い

っ
た
浮
絵
、
吉
原
俄
を
描
く
「
仁
和
嘉
狂
言
」
シ
リ
ー
ズ
等
、
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
も
っ
と
も
、
こ
の
修
業
時
代
の
作
に
北
斎
自
ら
の
関
心
を
探
る
こ
と
は
難
し
い
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が
、
そ
の
後
の
摺
物
や
肉
筆
画
に
も
芸
能
関
連
の

一
景
が
度
々
描
か
れ
て
い
る
1
4

。
「
己
未
美
人
合
之
内

胆
に
縦
長
に
構
図
を
と
っ
た
「
盆
踊
図
」
、
「
屋
形
船
羽
根
田
丸
図
」
の
江
戸
三
座
の
囃
子
方
ら
に
よ
る
番
組
と
屋
形
船
で
の
演
奏
、

図
」
や
長
唄
三
味
線
の
箱
に
突
っ
伏
す
芸
妓
を
描
い
た
肉
筆
画
「
酔
余
美
人
図
」
等
、

茂
手
木
氏
は
、
対
象
の
構
造
や
用
途
に
よ
る
違
い
な
ど
を
詳
細
に
描
き
切
る
北
斎
の
ス
ケ
ッ
チ
能
力
を
高
く
評
価
し
、

（
茂
手
木

二
0
一
三

こ

一四）
。
本
作
品
「
囃
子
方
楽
屋
図
」
も
、
北
斎
な
ら
で
は
分
析
的
視
点
で
観
察
・
記
録
化
さ
れ
た
資
料
的
価
値
の
高
い

一
枚
と
見
て
取
る
こ
と

本
稿
で
は
、

お
わ
り
に

一
絃
琴
を
描
く
肉
筆
の
「
玉
厄
弾
琴

い
ず
れ
も
大
胆
な
構
図
や
精
緻
な
描
写
で
目
を
見
張
る
が
、
北
斎
の
諸
芸
能
へ
の

そ
こ
に
記
録
と
し
て
の
実
証
性
を
見
て
い
る

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
所
蔵
、
葛
飾
北
斎
画
「
囃
子
方
楽
屋
図
」
の
制
作
年
代
の
推
定
を
行
っ
た
上
で
、
類
似
図
と
の
比
較
、
北
斎
の
画
業
と
音
楽
・

芝
居
・
芸
能
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
江
戸
時
代
の
囃
子
方
楽
屋
の
様
子
を
描
く
も
の
は
限
ら
れ
る
中
で
、
連
名
を
付
し
、
と
り
わ
け
細
部
へ
の
こ
だ
わ

り
を
持
っ
て
描
か
れ
た
本
作
品
は
、
江
戸
歌
舞
伎
の
囃
子
方
や
そ
の
音
楽
を
知
る
上
で
も
重
要
な
手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
。
こ
う
し
た
記
録
性
の
高
い
浮
世
絵
の
分

が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

洞
察
力
と
比
類
な
い
関
心
の
高
さ
を
窺
わ
せ
る
。

浄
瑠
璃
本
」
で
は
常
磐
津
節
の
浄
瑠
璃
本
を
持
つ
女
性
、
大
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一
八
九

『戯
場
訓
蒙
図
彙
』
（
服
部
幸
雄
編

二
0
0

析
を
通
じ
て
、
瞬
時
に
失
わ
れ
る
運
命
の
音
楽
や
芝
居
の
過
去
の
姿
を
、
少
し
で
も
リ
ア
ル
に
捉
え
て
ゆ
く
こ
と
が
可
能
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
囃
子
方
楽
屋
図
」
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
所
蔵

(
]
P
1
8
5
7
)

(
ハ
ヴ
ェ
マ
イ
ヤ
ー
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
。

一
九
七
三
『
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
』
第
六
巻
歌
舞
伎
、

三一

書
房
）
。

「
さ
か
い
町
中
村
座
楽
屋
之
図
」
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
（
寄
別

一

『改
訂
新
版

戯
場
訓
蒙
図
彙
』
〈
歌
舞
伎
の
文
献
．

3
〉
、
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
）
。

『芝
居
囃
子
日
記
』
『
三
芝
居
楽
屋
雑
書
』
（
前
島
美
保
他
編

二
0
一
九

『歌
舞
伎
囃
子
に
関
す
る
劇
書
・
伝
書
の
研
究
ふ
肝
題
・
翻
刻
』
、
京
都
市
立
芸
術
大
学
）
。

『増
補
浮
世
絵
類
考
』
（
岸
上
操
編

演
劇
博
物
館
所
蔵
）
。

『賀
久
屋
寿
々
免
』
（
芸
能
史
研
究
会
編

『近
古
文
芸
温
知
叢
書
』
第
四
編
、
博
文
館
）
。

顔
見
世
番
付
（
東
京
大
学
総
合
図
書
館
秋
葉
文
庫
所
蔵
、
日
本
大
学
所
蔵
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
所
蔵
、
立
命
館
大
学
ア
ー
ト
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
所
蔵
、
早
稲
田
大
学

長
唄
正
本
（
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
所
蔵
、
個
人
蔵
）
。

『絵
本
戯
場
年
中
鑑
』
（
国
立
劇
場
調
査
養
成
部
・
芸
能
調
査
室
編

資
料

一
九
七
六

『芝
居
年
中
行
事
集
』
〈
歌
舞
伎
の
文
献
．

7
〉
、
国
立
劇
場
調
査
養
成
部
・
芸
能
調
査
室
）
。

＇
四
＇
六
）

。
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光
延
真
哉

林
京
平

赤
間
亮
他
著

一
九
八
八
＇

浅
野
秀
剛
他
著

二
0
1
0
『北
斎
決
定
版
』
（
別
冊
太
陽

一
七
四
）
、
平
凡
社
。

財
団
法
人
墨
田
区
文
化
振
興
財
団
編

二
0
0九

『墨
田
区
所
蔵
ピ
ー
タ
ー
・
モ
ー
ス
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

東
京
音
楽
学
校
邦
楽
調
査
掛
編

永
田
生
慈

一
九
九
四
「
楽
屋
図
概
観
」

『浮
世
絵
芸
術
』
第

一
―
二
号、

三
九
＇
四
六

゜

町
田
嘉
章
（
佳
声
）

町
田
博
三
著
、
芳
村
栄
蔵
編

参
考
文
献

二

0
ニ―

ス
出
版
、

一
九
九
八
年
に
再
収
）
。

服
部
幸
雄
他
編

二
0

一
九
五
九

『杵
屋
正
次
郎
之
代
々
i

附
古
近
江
名
絃
由
来
』
、
芳
村
家
元
私
家
版
。

「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
「
江
戸
の
芝
居
町
」
」

『歌
舞
伎
品
町
究
と
批
評
』
第
六
六
号
、

7
 
ー
永
田
生
慈
作
品
選
定
・
監
修

一
九
二
三
『
芳
村
家
の
代
々
』
、
私
家
版
（
近
世
文
芸
研
究
叢
書
刊
行
会
編

『近
世
文
芸
研
究
叢
書
』
第
二
期
芸
能
篇
3
6
邦
楽
4
、
ク
レ

『新
版
歌
舞
伎
事
典
』
、
平
凡
社
。

一
九
八
五

『葛
飾
北
斎
年
譜
』
、
三
彩
新
社
。

一
九
八
九
「
江
戸
顔
見
世
番
付
諸
板

一
覧

(
-
)

（三
）」

一
九

一
四

『近
世
邦
楽
年
表
』
第
二
巻
江
戸
長
唄
附
大
薩
摩
浄
瑠
璃
之
部
、
六
合
館
。

一
九
九
三
『
江
戸
が
生
ん
だ
世
界
の
絵
師
「
大
北
斎
展
」
図
録
』
、
朝
日
新
聞
社
。四

八
＇
五
五

゜

北
斎
図
録
』
、
財
団
法
人
墨
田
区
文
化
振
興
財
団
。

『近
世
文
芸
研
究
と
評
論
』
第
三
四
号
＇
第

三
六
号
。

62 



18 

茂
手
木
潔
子
二

0
一
三
『
北
斎
と
モ
ー
ス
ニ
首
を
描
い
た
浮
世
絵
師
と
博
物
学
者
』
、
武
久
出
版
。

ー
な
お
、
同
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
本
作
品
タ
イ
ト
ル
は
「
D
r
e
s
s
i
n
g
R
o
o
m
 fo
r
 M
u
s
i
c
i
a
n
s
 at a
 Th
e
a
t
e
r
 (
S
h
i
t
a
k
u
b
e
y
a
)
」
（
芝
居
囃
子
方
楽
屋
（
支
度
部
屋
）
）
、

『
江
戸
が
生
ん
だ
世
界
の
絵
師

「
大
北
斎
展
」
図
録
』
で
は

「
楽屋
裏
図
」
と
な
っ
て
い
る
が
（
永
田
一
九
九
三
（
図
版
編
）

~

一
八
六
、
二
五
五
）
、
本
稿
で
は
「
囃

子
方
楽
屋
図
」
と
仮
称
す
る
。
当
時
、
囃
子
方
楽
屋
は
「
囃
子
町
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

2

林
京
平
氏
は

「楽
屋
図
概
観
」
の
中
で

「
出
演
の
役
者
や
関
係
者
を
描
き
こ
ん
だ
楽
屋
図
は
、
今
日
想
像
す
る
以
上
に
人
気
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
」

て
い
る
（
林
一
九
九
四
ぶ
閏
六
）
。
な
お
本
作
品
「
囃
子
方
楽
屋
図
」
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

『
江
戸
が
生
ん
だ
世
界
の
絵
師

「
大
北
斎
展
」
図
録
』
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
解
説
が
見
え
る
。

楽
屋
裏
を
描
い
た
、
極
め
て
め
ず
ら
し
い
一
図
で
あ
る
。
画
中
は
全
て
男
性
で
、
稽
古
を
す
る
者
や
く
つ
ろ
ぐ
者
な
ど
、
そ
の
い
ず
れ
の
姿
態
も
異
な
っ
て
バ

ラ
ン
ス
良
く
配
さ
れ
て
い
る
。
も
ち
論
、
上
演
の
案
内
の
た
め
に
制
作
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
楽
屋
自
体
を
題
材
と
し
た
例
は
北
斎
以
外
に
も
、
あ
ま

り
例
を
み
な
い
も
の
で
あ
る
（
永
田
一
九
九
三
（
解
説
編
）
ニ
ハ
一
）
。

4

初
代
正
次
郎
は
、
享
和
三
年
十
一
月
河
原
崎
座
顔
見
世
番
付
に
「
さ
み
せ
ん
き
ね
や
正
次
郎
」
、
同
年
十
一
月
九
日
初
日
の
『
大
和
錦
吉
野
内
裡
』
第
一
番
三
立
目

で
上
演
さ
れ
た
長
唄
正
本
「
汲
や
汲
め
／
＼
月
出
潮
」
（
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
所
蔵
）
の
内
題
下
に
「
一
世
一
代
古
人
杵
屋
正
次
郎
述
」
と
あ
る
の
を
最
後

と
す
る
。

5

な
お
、
こ
の
享
和
三
年
度
中
村
座
で
演
奏
さ
れ
た
長
唄
正
本

「三
重
霞
嬉
敷
顔
鳥
」
「
め
り
や
す
ぬ
れ
つ
ば
さ
」
「
琴
班

劇
博
物
館
所
蔵
お
よ
び
個
人
蔵
）
の
連
名
に
も
、
本
作
品
連
名
以
外
の
者
は
見
当
た
ら
ず
、
矛
盾
を
生
じ
な
い
。

と
述
べ

秋
空
」
「
新
八
重
梅
」
（
早
稲
田
大
学
演

6

例
え
ば
、
文
化
元
年
正
月
市
村
座
で
演
奏
さ
れ
た

「御
贔
眉
根
元
草
摺
」
の
長
唄
正
本
（
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
所
蔵
）
に
は
、
小
西
平
次
郎
（
大
鼓
）
、
小
西
重

蔵
（
太
鼓
）
の
名
が
見
え
る
が
、
当
該
年
度
の
市
村
座
顔
見
世
番
付
に
は
こ
の
両
者
の
名
は
な
い
。

7

こ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
よ
う
な
記
述
が
『
芝
居
囃
子
日
記
』
の
「
関
札
井
見
習
之
事
」
に
は
見
ら
れ
る
。
「
振
附
大
薩
摩
此
せ
き
札
ハ
中
二
階
に
張
り
有
之
候

子
に
て
構
ひ
不
申
候
然
ル
処
振
附
大
薩
摩
右
せ
き
札
近
来
は
や
し
町
晶
諏
入
レ
囃
子
給
金
と
も
み
込
に
い
た
し
囃
子
の
頭
甚
め
い
わ
く
致
し
候
」
（
前
島
二

0
1 囃
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『
賀
久
屋
寿
々
免
』
に
「
囃
子
部
屋
歌
三
味
線
の
居
処
。
居
呂
利
有
て
つ
し
み
を
ほ
う
す
る
。
鳴
物
師
都
て
入
込
み
。
」
（
芸
能
史
研
究
会
編
一
九
七
三
ニ
ハ
ニ

三
）
と
あ
る
。
ま
た
『
三
芝
居
楽
屋
雑
書
』
（
天
保
六
年
、
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
）
に
描
か
れ
た
「
三
芝
居
三
階
中
二
階
惣
楽
屋
の
図
」
等
も
参
照
（
前
島
二

0
1

，
江
戸
の
芝
居
小
屋
や
楽
屋
に
つ
い
て
は
、
藤
波
隆
之
二

0
―
-
「
楽
屋
」
『
新
版
歌
舞
伎
事
典
』
（
平
凡
社
）
、

告
「
江
戸
の
芝
居
町
」
」
『
歌
舞
伎
品
町
究
と
批
評
』
第
六
六
号
、
四
八
＇
五
五
等
参
照
。

1

。
な
お
こ
の
ほ
か
に
も
、
例
え
ば
芝
居
の
各
楽
屋
を
切
り
分
け
て
双
六
仕
立
て
に
し
た
一
枚
摺
が
数
点
あ
る
が

双
六
」
文
久
三
年
等
）
、
本
稿
で
は
言
及
し
な
い
。

ー
国
立
国
会
図
書
館
の
ほ
か
、
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
、
立
命
館
大
学
ア
ー
ト
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
等
に
も
所
蔵
が
あ
る
。

；
杵
屋
喜
四
郎
の
こ
と
か
。
杵
屋
喜
四
郎
（
三
味
線
方
）

；
本
章
で
言
及
す
る
北
斎
の
図
版
は
、
『
江
戸
が
生
ん
だ
世
界
の
絵
師
「
大
北
斎
展
」
図
録
』
、
『
墨
田
区
所
蔵
ピ
ー
タ
ー
・
モ
ー
ス
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

『
北
斎
決
定
版
』
に
よ
る
。

ー
浅
野
秀
剛
氏
は
「
宗
理
に
な
る
と
、
肉
筆
画
の
依
頼
も
増
え
、
自
分
自
身
の
好
み
を
反
映
さ
せ
や
す
い
環
境
に
な
っ
て
い
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
」
と
述
べ
、
北
斎

の
作
画
姿
勢
の
変
化
を
見
て
い
る
（
浅
野
二

0
1
0
:
一
六
二
）
。

（
謝
辞
）

貴
重
な
図
版
の
掲
載
許
可
を
賜
っ
た
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
な
ら
び
に
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
に
、
末
筆
な
が
ら
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。

九
ニ
ハ

0
)
。

九
こ
一
三
）
。

は
文
化
十
年
前
後
の
中
村
座
に
出
勤
し
て
い
る
。

（
「
戯
場
楽
屋
出
世
双
六
」
文
久
二
年
、
「
俳
優
楽
屋

1
0
八

北
斎
図
録
』

1
0九
、
光
延
真
哉

「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
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